
「太陽～君に見せたい夏がある～」 学校祭私感
学校祭実イ〒委員長 齋 藤 千 鶴 校長 山 田 陽 介    =

「太陽～君に見せたしヽ夏がある～」をテーマに掲げて、大

成功を収めた学校祭。今年度は例年よりも準備期間を延ばし

よりよい学校祭を目指しました。さらに、一年生のオブジェコ

ンクール、二年生のダンスの一般公開など新たな企画を行い

ました。今までの学校祭のスタイルとは大きく変わつた為、不

安な点はありましたが、全校生徒―丸となり新しい学校祭を

造り上げることができました。

オブジェやダンスほ各クラスの個性が溢れて、すばらしかつ

たです。また、クラス企画は老若男女間わす、大いに楽しむ

ことができました。中央生|よもちろん、学校祭に来ている人

全員が楽しめるものになつたと思います。

生徒会執行部、文化委員や実行委員、そして全校の
“
やる

気
"が 一つになり、大きな力になつたと感じられました。今年

の学校祭は、太陽の様にあつしヽあつしヽ最高の学校祭になりま

した。

折り紙を4等分して隣の輪と交差

させ端と端とをのり付けする。板を

線に沿つて切り、釘で打ち付けて色

を塗る。大半J用紙を貼り合わせて下

絵を描き色を塗る。机や椅子を重ね

て固定し、段ボールを組み合わせてガムテープで貼り付ける。段ボー

ルを集めまわったり、店と学校の間を額に汗しながら何度も往復したり、

納得のいくまで試作したり、おもてに表れない多くの作業が完成の時

を思つて一心に続く。学校祭前の生徒たちの一コマだ。

40年前。いつのことだと聞き返されるような吉だが、黒い柱状のも

のにしヽろいろの色の空き瓶をくくりつけ、それを数本地面に配置して「夢

諄Jと 題する空間をデザインしたことがある。我が高校時代の学校祭

での出し物だつた。友人の発想で、私ほ手足となつて動いただけなの

だが、完成した時にその一隅が何か不思議な空間に変貌した気がした。
一所懸命やつた。他の仲間とその時間を共有して一つのものを成し

遂げた充実感。このことでがんばIlた、この次のこともがんばれるだ

ろう。先生方からお膳立てされるので|よなく、自分たちで創り上げて

いく。そのパッションとエネルギー。学校祭の成功を期して努力する一

連の過程で、授業では学べない実に多くのことを、君たち|よお互いの

支え合いをとおして学んでいるのだ。こうした行事を大切にしたい。今

年、課題が残つたにせよ、「太陽～君に見せたい夏がある～」、そのテー

マの意図するところに迫る学校祭で|よなかつたか、と私は思つている。
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よ
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。
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が

仲
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迎
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。
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3 年2 組奥 泉  舞
このインター八イ|よ、私にとつて集大成

の試合でした。結論からしヽうと思うような成

績を全国としヽう場で出すこと|よできません

でしたが、とても貴重な体験をさせて頂き

ました。全国の選手と戦ってしヽかに自分の

考え ・技術が甘かつたか痛感しました。

話はそれますが、 3年 間活動してきて、

私自身とても成長できました。中でも周り

の支えが自分が成長してしヽく上でとても大

切なことだと思しヽました。そんな中で自分

が活動できたことを幸せに思しヽます。次|よ

支えて頂しヽた分、私が周りのために部活で

養つてきたことを生かしていきたいと思しヽ

ます。本当にありがとうこざしヽました。

1 年3 組 齋 藤 早 希

私は、一年生でありながら、沖縄で開催

されたインター八イに出場させてしヽただき

ました。しかし、試合前の線習でも、本番

でも、良い投げをすることができす、予選

敗退としヽう悔しい結果で終わってしましヽまし

た。や|より、大きな大会で結果を残すことは、

難ししヽことだと痛感しました。

今回のこの悔しさをバネにし、日々お世

話になつてしヽる方々への感謝の気持ちを忘

れすに、心 技  体 をしつかりきたえて、

次の大会から気持ちを切り替えて、いつで

もチャレンジ精神をもつて頑張りたしヽと思しヽ

ます。

2 年7 組官 原 由 香
沖縄インター八イに出場できてとても嬉

しかつたのですが、全国としヽう舞台で強しヽ

人が集まり、その雰囲気にのまれてしましヽ

ました。強い人と戦えたのは良かつたので

すが、自分の力を出し切ることができすに

終わつてしましヽました。緊張|よしなかつたの

ですが、普段の投げができませんでした。

ですが、たくさんのことを学8 こヽとができ

ました。学んだことをこれからの練習に生

かして直すところは直し、伸ばすところ|よ伸

ばしてこれからがんばつて行きたしヽと思い

ます。大きい舞台でも自分の力を出せるよ

うに自信をつけて一つ一つの試合を大事に

戦つて行きます。
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3 年1 組齋 藤 麻 衣
インター八イに出場してきてどうだったかを一言で表すと
「楽しかつた」が一番ぴつたりだと思う。最終的に三本木震業

に負けてしまい、悔しくなかつたと言つたら嘘になる。だが、

それ以上に沖縄の地で射てたことの嬉しさや達成感、何より

ものびのびと悔いなく射つことができた気持ち良さ。それら

全てをまとめて 「楽しかつた」が一番だ。多くの仲間や家族

に背中を押され、射つことができたあの瞬間はとても幸せだっ

た。本当にたくさん感謝したい。あの一瞬―瞬が思しヽ出になつ

てしまうの1よ悲しいが、中央アーチェリー部であることに誇り

を持ち、これわ`らもいろいろと頑張りたい。

2 年1 組小 関 千 晶
夏の沖縄|よ、じめじめとした暑さが毎日続き、庄内とはまた違う

感じでした。全国の舞台で射ができることは、とても楽しく、嬉し

かつたです。私たちのチームは予選]]中と普段通りの力を発揮し、

予選を通過しました。個人的にもしヽしヽ射ができました。決勝トーナ

メントー回戦では岩手県の伊保内高校とあたり、10中対 7中 で負

けてしまいました。しかし、チームの当初の目標であった予選通過

を達成できたので、良かつたと思しヽます。

2年 連続インター八イ出場を目指して、新チームー丸となって

これからの練習を頑張りたしヽです。

大塚幸子/金 子しヽね/木 村知佳/加 藤京子/長 澤奈里/板 垣由美/多 田由美/保 科千代
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